





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ と が ら
「芥子園蜜傳1初集5冊（李漁・王概）刊行　　、
土佐光信『本朝画法大伝」に『芥子園壷傳』「十二忌」引用される
『無聲戯」一部四本→尊経閣文庫本か→全訳
r連城壁全集』『同外編」一部十二本→r舶載書目」四・五
『商舶載来書目録』利字号に『笠翁伝奇十種』（笠翁十種曲）あり
『芥子園鐙傳』二集4冊（沈因伯・王概　蘭竹梅菊）刊行
r芥子園鐙傳」三集4冊（沈因伯・王概　草虫花卉）刊行
『芥子園豊傳」初集この頃に舶載が？
荻生租侠、幕府に『芥子園蓬傳」納める
（白井華陽r画乗要略」・清宮秀堅r雲煙所見略伝1による）
この頃たくさんの中国書画、書籍舶載
林守篤r画笙1に「十二忌」引用、「右立翁画伝に見えたり」とあり
舐園南海（1677－1751）田履道宛書簡「王鹿柴画譜」
r商舶載来書目録」利字号に『笠翁一家言全集jあり
『商舶載来書目録1加字号にr芥子園鍛傳1『聞情偶寄1あり
柳沢漠園（1704－1758）『ひとりね」「芥子園蟄傳」「李笠翁が螢傳」
荻生租裸『芥子園蜜傳」を将軍吉宗に献上（但裸年譜）
青地礼幹「可観小説1に「聞情偶寄1「居室部」本文引用
橘守国「絵本鶯宿梅」七冊→『芥子園鑑傳』初集「山水法」を模刻板行
「以湖上李笠翁傳乾芥子園螢傳抄窩」とあり。
→森島中良『反古籠」「橘守國」にr芥子園叢傳」全秩を写したとある。
大岡春卜「明朝紫硯」→r芥子園蜜傳」二集、三集の図様を引用
「芥子園甕傳』和刻：平安河南楼から第三集六冊
（内二冊は原刊初集の第四冊にあたる）
湯浅元禎「文会雑記」巻一下→「芥子園蜜傳」二集、三集にっいてコメント
同　巻三上「南郭老ノ説」服部南郭（1683－1759）として→「立翁画伝」
「芥子園鐵傳』和刻：平安河南楼から初集第五冊翻刻
大岡春卜『画史会要1→「三国志」の図の落款に「李笠翁」とあり
大枝流芳r雅遊漫録」→「笠翁一家言」r聞情偶寄」を引用
湯浅元禎r文会雑記」巻三下宝暦五年九月十九日の三宅元献の話として
→「閑情寓奇」
池大雅「画式四種」→「写意式図巻」に初集の人物譜を写す
蹟文に「以上数式全拠笠翁伝而／作意故不贅題其目／安君之正」とあり
宋紫石「古今画藪後八種」全八巻→「第八巻笠翁居室図式」に『聞情偶寄］
池大雅・与謝蕪村「十便十宜画冊」作成
→題画詩にr笠翁一家言全集」巻七「伊園十便」「伊園十二宜」を採用
八文字屋自笑編「新刻役者綱目」→戯曲r蟹中楼j第五、六幕に訓点翻訳
『笠翁覚世名言十二楼」一部一套　　　　　　　　　　　　．
遠山荷塘『覚世名言j訳解予定
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『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
　
五
巻
五
冊
。
序
・
李
漁
（
康
煕
十
八
年
）
、
編
及
び
画
・
王
概
。
題
叢
「
笠
翁
書
傳
」
。
本
衙
蔵
版
。
一
巻
「
青
在
堂
画
学
浅
説
」
（
画
論
十
八
則
）
・
「
設
色
各
法
」
（
二
十
七
則
）
、
二
巻
「
樹
譜
」
、
三
巻
「
山
石
譜
」
、
四
巻
「
人
物
屋
宇
譜
」
、
五
巻
「
摸
倣
名
家
画
譜
」
　
『
芥
子
園
書
傳
』
の
出
版
目
的
や
規
模
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
で
も
度
々
再
版
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
、
一
説
に
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
李
漁
没
後
も
、
続
編
と
し
て
『
芥
子
園
書
傳
』
二
集
（
蘭
竹
梅
菊
譜
）
、
三
集
（
草
虫
栩
毛
花
卉
譜
）
が
、
王
概
、
王
著
、
王
臭
の
三
兄
弟
に
よ
っ
て
次
々
に
上
梓
さ
れ
た
。
そ
し
て
四
集
（
人
物
譜
）
と
い
う
、
前
三
集
の
流
行
に
便
乗
し
た
擬
託
本
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
中
国
で
も
、
『
芥
子
園
書
傳
』
と
い
う
名
前
そ
れ
自
体
が
、
価
値
を
持
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
量
産
さ
れ
た
『
芥
子
園
書
傳
』
の
舶
載
時
期
を
正
確
に
示
す
資
料
は
な
い
が
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
元
禄
年
間
と
推
定
で
き
る
。
第
一
に
、
後
の
資
料
だ
が
、
白
井
華
陽
『
画
乗
要
略
』
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
や
、
清
宮
秀
堅
『
雲
煙
所
見
略
伝
』
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
よ
れ
ば
、
元
禄
年
間
に
荻
生
祖
練
が
幕
府
に
『
芥
子
園
書
傳
』
を
納
め
た
と
あ
る
。
第
二
に
、
李
漁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
＞
の
小
説
『
無
聲
戯
』
は
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
舶
載
さ
れ
、
『
連
城
壁
全
集
』
『
同
外
編
』
一
部
十
二
本
が
、
や
は
り
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
『
舶
載
書
目
』
四
・
五
に
、
同
年
『
商
舶
載
来
書
目
録
』
利
字
号
に
は
『
笠
翁
伝
奇
十
種
』
（
笠
翁
十
種
曲
）
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
目
録
上
の
『
芥
子
園
書
傳
』
の
初
出
は
、
享
保
四
年
『
商
舶
載
来
書
目
録
』
加
字
号
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
る
。
第
三
に
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
林
守
篤
『
画
篁
』
に
も
「
右
立
翁
画
伝
に
見
え
た
り
」
と
あ
る
。
坂
崎
坦
、
辻
惟
雄
両
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
画
笙
』
の
こ
の
項
目
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
の
土
佐
光
信
『
本
朝
画
法
大
伝
』
「
十
二
忌
」
（
元
・
饒
自
然
の
「
絵
宗
十
二
忌
」
の
項
目
の
み
を
抜
い
た
も
の
）
で
、
遡
れ
ば
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
の
引
用
で
あ
る
。
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（
1
3
）
　
当
時
、
『
芥
子
園
董
傳
』
の
よ
う
な
多
色
刷
り
の
唐
本
は
、
た
い
へ
ん
な
貴
重
書
で
あ
っ
た
。
舶
載
さ
れ
て
数
十
年
後
に
あ
た
る
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
、
大
坂
の
狩
野
派
の
橘
守
国
に
よ
っ
て
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
に
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
和
刻
本
の
出
版
以
前
の
ま
と
ま
っ
た
翻
刻
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
三
十
年
後
の
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
と
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
も
平
安
河
南
楼
か
ら
初
集
五
冊
の
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
和
刻
本
の
製
作
は
、
多
く
の
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
文
献
に
見
る
『
芥
子
園
書
傳
』
評
を
概
観
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
全
面
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
で
は
『
芥
子
園
書
傳
』
が
、
画
論
と
下
絵
を
担
当
し
た
「
王
概
の
画
伝
」
で
な
く
、
「
立
翁
画
伝
」
な
ど
「
李
笠
翁
の
画
伝
」
の
意
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
以
下
、
改
め
て
『
芥
子
園
書
傳
』
に
対
す
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
る
言
説
を
確
認
す
る
。
　
先
に
も
触
れ
た
林
守
篤
『
画
笙
』
に
は
、
「
十
二
忌
」
の
引
用
の
他
に
も
＝
凡
引
用
書
又
不
多
図
絵
宝
鑑
。
立
翁
画
伝
。
図
絵
宗
鼻
。
本
草
網
目
　
…
中
略
…
等
略
撮
其
要
為
画
工
之
一
助
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
笠
（
立
）
翁
画
伝
」
つ
ま
り
「
李
漁
の
画
伝
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
紀
州
の
文
人
、
舐
園
南
海
（
一
六
七
七
～
一
七
五
一
）
は
、
例
外
的
に
絵
師
王
概
（
王
鹿
柴
）
の
画
論
と
い
う
意
味
の
「
王
鹿
柴
画
論
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
柳
沢
漠
園
（
一
七
〇
四
～
五
八
）
は
そ
の
著
『
ひ
と
り
ね
』
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
お
い
て
、
「
先
絵
も
か
ら
絵
よ
り
学
ぶ
べ
し
、
絵
を
か
く
人
の
常
に
見
る
べ
き
は
芥
子
園
蚕
傳
な
り
」
あ
る
い
は
「
李
笠
翁
が
蚕
傳
に
も
藤
黄
の
み
出
し
て
雌
黄
を
出
さ
ぬ
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
『
芥
子
園
書
傳
』
を
評
価
し
、
か
つ
「
李
笠
翁
が
書
傳
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
湯
浅
元
禎
『
文
会
雑
記
』
巻
三
上
「
南
郭
老
ノ
説
」
に
は
、
服
部
南
郭
（一
Z
八
三
～
一
七
九
五
）
の
言
葉
と
し
て
「
八
種
垂
譜
ハ
至
テ
俗
ナ
ル
絵
、
評
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
。
立
翁
画
伝
モ
今
日
本
ニ
テ
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云
町
絵
也
。
中
々
ヨ
キ
絵
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
」
と
、
批
判
的
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
「
李
漁
の
画
伝
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
池
大
雅
筆
「
画
式
四
種
」
宝
暦
十
二
年
の
う
ち
「
写
意
式
図
巻
」
（
『
池
大
雅
作
品
集
』
中
央
公
論
美
術
出
版
社
所
収
、
作
品
恥
4
3
8
）
に
は
、
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
「
人
物
譜
」
が
、
ほ
ぼ
全
て
模
写
さ
れ
る
。
そ
の
自
蹟
に
も
「
以
上
数
式
全
拠
笠
翁
伝
而
／
作
意
故
不
贅
題
其
目
／
安
君
之
正
」
と
い
う
よ
う
に
「
笠
翁
伝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
芥
子
園
書
傳
』
は
、
あ
く
ま
で
「
李
笠
翁
」
の
画
譜
で
あ
り
画
論
書
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
芥
子
園
書
傳
』
が
画
論
書
、
理
論
書
と
し
て
幅
広
く
日
本
の
知
識
人
層
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
土
佐
光
信
、
林
守
篤
、
と
い
っ
た
土
佐
、
狩
野
双
方
の
画
人
に
よ
る
日
本
の
先
駆
的
な
画
論
書
に
、
早
速
画
論
部
分
の
み
が
利
用
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
は
簡
単
に
触
れ
た
。
ま
た
、
俳
人
で
あ
り
画
人
で
あ
る
蕪
村
が
、
「
王
鹿
柴
画
学
浅
説
」
の
「
去
俗
」
の
項
目
を
、
俳
譜
に
お
け
る
離
俗
論
に
応
用
し
た
こ
と
は
余
り
に
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
倉
本
昭
氏
に
よ
れ
ば
、
「
去
俗
」
の
項
目
は
、
建
部
綾
足
も
応
用
し
て
お
り
、
綾
足
の
弟
子
で
あ
る
上
田
秋
成
も
「
有
法
の
極
、
無
法
に
帰
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
と
い
う
一
節
に
注
目
し
、
煎
茶
道
や
国
語
学
に
も
持
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
『
芥
子
園
書
傳
』
を
「
李
漁
の
言
葉
」
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
　
一
方
、
客
観
性
に
欠
け
る
点
は
否
め
な
い
が
、
管
見
の
限
り
、
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
は
、
絵
手
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
照
し
た
・
と
が
百
で
分
か
る
作
品
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
よ
麺
・
こ
の
事
は
『
八
肇
譜
』
と
は
対
照
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
八
種
書
譜
』
は
『
芥
子
園
書
傳
』
同
様
、
日
本
の
「
文
人
画
」
勃
興
に
お
い
て
影
響
力
を
も
っ
た
書
だ
が
、
早
く
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
頃
の
蘇
州
で
刊
行
さ
れ
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
と
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
和
刻
さ
れ
た
墨
刷
版
本
で
あ
る
。
十
七
世
紀
前
半
に
肥
前
陶
磁
器
に
、
そ
し
て
祇
園
南
海
や
池
大
雅
の
初
期
作
品
に
図
柄
借
用
が
み
ら
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れ
る
等
、
造
形
面
で
の
利
用
の
諸
相
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
『
八
種
書
譜
』
は
四
君
子
部
門
の
他
、
唐
詩
（
書
）
と
画
を
一
対
に
し
て
編
集
し
た
本
で
あ
っ
て
、
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
の
よ
う
に
画
論
も
、
画
法
の
図
解
も
な
く
、
ハ
ウ
ツ
ー
本
的
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
本
と
し
て
の
性
質
の
違
い
も
考
慮
す
れ
ば
、
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
の
ハ
ウ
ツ
i
本
的
要
素
、
則
ち
画
論
と
画
法
を
掲
載
し
た
事
は
、
特
筆
す
べ
き
新
し
い
点
で
あ
り
、
日
本
で
受
容
さ
れ
た
際
に
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
　
　
（
1
7
）
た
だ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
の
場
合
、
絵
手
本
的
な
画
譜
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
、
画
論
の
部
分
が
、
画
論
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
て
、
あ
る
種
の
普
遍
的
な
文
人
精
神
を
示
す
も
の
と
し
て
、
画
家
は
勿
論
、
広
く
当
時
の
知
識
人
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
も
画
論
部
分
の
み
を
訓
読
し
た
訳
注
が
出
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
広
範
な
分
野
で
、
文
人
思
想
が
浸
透
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、
『
芥
子
園
書
傳
』
に
付
随
し
た
李
漁
の
名
も
広
ま
り
、
李
漁
イ
コ
ー
ル
「
文
人
」
と
い
う
固
定
観
念
が
助
長
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
2
、
『
間
情
偶
寄
』
『
笠
翁
一
家
言
全
集
』
を
中
心
に
　
李
漁
の
著
作
で
あ
る
『
聞
情
偶
寄
』
は
、
「
長
閑
な
る
情
を
偶
々
寄
せ
る
」
と
い
う
題
が
示
す
如
く
、
文
人
の
趣
味
生
活
、
具
体
的
に
は
「
詞
曲
部
」
（
劇
作
法
）
、
「
演
習
部
」
（
演
出
論
）
、
「
聲
容
部
」
（
女
性
美
論
）
、
「
居
室
部
」
（
家
屋
）
、
「
器
玩
部
」
（
調
度
類
）
、
「
飲
饒
部
」
（
食
物
）
、
「
種
植
部
」
（
園
芸
）
、
「
順
養
部
」
（
養
生
論
）
の
八
項
目
に
関
し
て
の
見
識
を
説
い
た
随
　
　
　
　
（
1
8
）
筆
集
で
あ
る
。
中
国
で
も
人
気
が
あ
っ
た
の
か
、
『
笠
翁
一
家
言
全
集
』
（
康
煕
九
年
か
ら
十
七
年
に
刊
行
）
の
一
部
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ま
た
笠
翁
秘
書
第
一
種
『
聞
情
偶
寄
』
六
冊
、
康
煕
十
年
刊
と
し
て
独
立
し
て
も
出
版
さ
れ
た
。
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『
笠
翁
一
家
言
全
集
』
は
勿
論
の
こ
と
、
上
記
の
八
項
目
を
持
つ
『
聞
情
偶
寄
』
も
、
内
容
は
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
両
書
共
、
な
ぜ
か
書
斎
の
文
房
具
や
器
具
を
論
じ
た
書
と
し
て
の
み
認
識
さ
れ
、
そ
の
部
分
の
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
以
下
に
利
用
や
引
用
の
状
況
を
み
る
。
　
管
見
の
限
り
、
国
書
に
見
る
早
い
時
期
の
引
用
と
し
て
、
享
保
か
ら
元
禄
年
間
の
書
で
あ
る
青
地
礼
幹
『
可
観
小
説
』
に
『
聞
情
偶
寄
』
の
「
居
室
部
」
か
ら
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
初
の
文
房
の
手
引
書
と
も
い
う
べ
き
、
大
枝
流
芳
『
雅
遊
漫
録
』
七
巻
七
冊
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
項
目
ず
つ
、
挿
絵
の
な
い
部
分
で
は
あ
る
が
、
李
漁
の
書
斎
の
し
つ
ら
え
に
つ
い
て
の
項
目
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
巻
二
「
几
案
」
に
「
聞
情
偶
寄
日
」
と
し
て
抽
替
几
案
、
媛
椅
式
の
部
分
の
訓
読
解
説
が
な
さ
れ
、
巻
三
「
烏
有
先
生
集
」
に
「
笠
翁
一
家
言
日
」
と
し
て
笥
（
箱
）
の
部
分
の
訓
読
と
解
説
が
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8
　
ま
た
、
こ
の
頃
の
李
漁
の
著
作
評
と
し
て
、
湯
浅
元
禎
の
『
文
会
雑
記
』
巻
三
下
（
宝
暦
五
年
九
月
十
九
日
の
三
宅
元
献
の
話
）
と
し
て
「
閑
情
寓
奇
ヲ
見
レ
バ
、
風
流
ナ
ル
コ
ト
李
卓
吾
ト
ミ
ユ
。
然
ド
モ
集
ヲ
ヨ
ミ
テ
ハ
又
左
様
ニ
モ
ナ
シ
。
清
朝
ノ
文
、
先
コ
レ
ヨ
リ
ホ
カ
見
ル
所
ナ
シ
ト
。
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
李
漁
の
著
作
は
「
風
流
ナ
」
第
一
に
読
む
べ
き
「
文
人
」
の
書
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
大
坂
の
好
事
家
で
多
く
の
文
人
達
と
も
交
遊
を
持
っ
た
木
村
薫
葭
堂
の
蔵
書
目
録
と
考
え
ら
れ
る
『
薫
葭
堂
書
目
』
（
写
本
・
大
阪
市
立
中
之
島
図
書
館
）
に
も
、
「
唐
本
の
部
」
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
『
間
情
偶
寄
』
も
、
『
芥
子
園
書
傳
』
と
比
べ
れ
ば
か
な
り
後
れ
る
が
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
和
刻
本
が
上
梓
さ
れ
る
。
江
戸
後
期
の
文
人
趣
味
の
人
々
に
も
愛
読
さ
れ
た
よ
う
で
、
浦
上
春
琴
の
手
沢
本
等
が
知
ら
れ
る
。
和
刻
本
も
、
挿
絵
入
り
だ
が
、
や
は
り
全
八
項
目
の
内
、
「
居
室
部
」
「
器
玩
部
」
だ
け
が
翻
刻
さ
れ
た
。
学習院大学人文科学論集皿（1999）
図1唐本『聞情偶寄』「居室部」
　　　より「尺幅窓図式」
　　図2宋紫石『古今画藪　後八種』
第八巻「笠翁居室図式」より「尺幅窓図式」
　
「
居
室
部
」
の
部
分
的
翻
刻
は
、
和
刻
本
よ
り
さ
ら
に
三
十
年
早
い
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
、
宋
紫
石
の
『
古
今
画
藪
　
後
八
種
』
の
う
ち
第
八
巻
「
笠
翁
居
室
図
式
」
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
お
い
て
既
に
成
さ
れ
て
い
る
。
第
八
巻
「
笠
翁
居
室
図
式
」
の
巻
頭
の
序
に
よ
れ
ば
、
宋
紫
石
が
長
崎
に
遊
ん
だ
と
き
、
祖
先
が
長
崎
に
渡
来
し
た
と
い
う
彰
城
氏
の
堂
室
、
庭
園
を
見
た
思
い
出
と
共
に
、
李
漁
の
居
室
を
描
く
と
あ
る
。
『
聞
情
偶
寄
』
「
居
室
部
」
の
窓
欄
か
ら
、
扁
額
や
窓
の
意
匠
が
写
し
と
ら
れ
て
お
り
、
縮
小
し
て
掲
載
さ
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
も
の
に
、
「
尺
幅
窓
図
式
」
【
図
2
】
と
い
う
、
窓
枠
を
掛
幅
に
見
立
て
、
窓
の
外
の
風
景
を
絵
と
し
て
楽
し
む
趣
向
を
あ
ら
わ
し
た
図
が
あ
る
。
本
図
の
み
は
、
縮
小
さ
れ
ず
、
半
丁
全
て
が
こ
の
図
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
図
の
説
明
文
と
図
自
体
は
、
唐
本
【
図
1
】
の
完
全
な
引
き
写
し
で
は
な
い
が
、
宋
紫
石
の
解
釈
で
、
李
漁
の
図
の
意
味
は
十
分
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
本
書
の
編
者
で
あ
る
宋
紫
石
は
、
南
頻
派
の
画
家
と
さ
れ
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る
が
、
画
譜
の
製
作
で
も
重
要
な
仕
事
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
『
古
今
画
藪
』
は
、
自
序
に
よ
れ
ば
、
写
実
的
画
風
を
特
徴
と
　
　
　
（
2
2
）
す
る
南
頻
派
普
及
の
た
め
の
画
譜
で
あ
る
と
い
う
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
七
巻
「
奇
品
」
「
異
品
」
に
、
ヨ
ン
ス
ト
ン
『
動
物
図
譜
』
が
十
三
図
収
録
さ
れ
て
い
る
事
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
「
画
藪
」
つ
ま
り
「
画
を
あ
つ
め
る
」
と
い
う
書
名
の
と
お
り
、
内
容
は
多
種
多
様
で
、
編
成
自
体
が
当
時
の
舶
載
品
の
こ
っ
た
煮
的
な
状
況
を
示
し
た
、
最
新
の
異
国
イ
メ
ー
ジ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
も
い
う
べ
き
画
譜
で
あ
る
。
　
『
古
今
画
藪
　
後
八
種
』
八
巻
八
冊
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
V
刊
、
宋
紫
石
鑑
、
澤
東
宿
選
、
宋
紫
山
校
、
江
戸
・
須
原
屋
茂
兵
衛
刊
、
一
～
二
巻
「
写
生
」
、
三
巻
「
雑
画
」
、
四
巻
「
山
水
譜
」
、
五
巻
「
方
子
魯
墨
譜
選
」
、
六
巻
「
無
双
譜
」
、
七
巻
「
奇
品
」
、
八
巻
「
笠
翁
居
室
図
式
」
　
一
、
二
巻
は
四
君
子
や
花
鳥
轟
魚
等
が
、
三
巻
は
花
鳥
轟
魚
や
山
水
等
が
み
ら
れ
、
南
薮
派
の
画
題
や
図
様
が
多
く
収
録
さ
れ
る
。
巻
四
は
、
各
々
の
図
様
自
体
は
異
な
る
が
、
画
面
枠
の
形
式
は
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
五
巻
「
摸
倣
名
家
画
譜
」
の
「
方
冊
式
」
「
宮
紋
式
」
「
摺
扇
式
」
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
五
の
「
方
干
魯
墨
譜
選
」
は
『
方
氏
墨
譜
』
万
暦
十
六
年
（一
ﾜ
八
八
）
頃
刊
の
抜
粋
で
、
『
程
氏
墨
苑
』
同
様
、
墨
の
図
案
集
で
あ
る
。
巻
六
の
「
無
双
譜
」
（
人
物
図
譜
）
は
、
金
古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
良
『
賞
奇
軒
四
種
』
康
煕
頃
刊
の
う
ち
『
無
双
譜
』
の
抜
粋
で
あ
る
。
本
書
は
歴
代
の
聖
人
、
賢
人
、
英
雄
の
画
像
集
だ
が
、
画
面
半
丁
に
肖
像
を
、
も
う
半
丁
に
装
飾
的
な
枠
や
文
房
具
を
か
た
ど
っ
た
枠
を
作
り
、
枠
内
に
略
歴
や
故
事
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
裁
は
当
時
の
中
国
戯
曲
小
説
の
挿
絵
に
も
見
ら
れ
、
双
方
と
も
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
文
房
具
類
が
描
か
れ
て
お
り
、
明
末
清
初
の
文
房
具
愛
好
然
の
反
映
と
も
解
せ
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
沈
南
頻
の
写
実
的
な
画
風
や
、
西
欧
の
博
物
学
、
文
人
の
文
房
趣
味
と
い
う
最
新
の
外
来
文
化
が
詰
め
込
ま
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れ
た
書
に
、
李
漁
の
『
聞
情
偶
寄
』
「
居
室
部
」
が
、
し
か
も
文
人
の
文
房
趣
味
の
部
分
の
み
が
特
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
、
李
漁
の
文
人
と
し
て
の
書
斎
の
文
房
生
活
が
、
異
国
趣
味
、
特
に
文
人
趣
味
の
ブ
ラ
ン
ド
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
3
、
そ
の
展
開
　
李
笠
翁
の
「
尺
幅
窓
」
は
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
よ
り
、
画
譜
に
図
様
が
写
し
取
ら
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
尾
張
名
古
屋
の
国
学
者
、
丹
羽
嘉
言
に
よ
っ
て
実
際
に
「
尺
幅
窓
」
が
造
ら
れ
た
事
実
を
『
謝
庵
遺
稿
』
と
い
う
文
献
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
『
謝
庵
遺
稿
』
は
、
丹
羽
嘉
言
（
謝
庵
）
の
雑
文
を
集
め
た
書
で
、
没
後
間
も
な
く
弟
子
達
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
。
尾
張
の
文
人
達
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
著
名
な
神
谷
天
遊
が
寄
せ
た
序
文
に
は
「
造
一
小
室
内
開
李
笠
翁
所
謂
尺
幅
窓
」
と
あ
り
、
嘉
言
は
晩
年
、
雲
臥
禅
師
に
私
淑
し
、
般
若
台
に
「
謝
庵
」
と
い
う
庵
を
結
び
隠
棲
を
果
た
す
が
、
そ
の
「
謝
庵
」
に
「
尺
幅
窓
」
が
つ
く
ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
李
漁
に
対
す
る
賛
辞
が
散
見
さ
れ
る
。
嘉
言
は
、
当
時
珍
品
で
あ
っ
た
唐
辛
子
の
種
類
な
ど
を
も
写
し
た
『
福
善
斎
画
譜
』
を
編
集
す
る
な
ど
、
知
識
欲
の
旺
盛
な
人
の
よ
う
で
、
李
漁
に
も
深
く
傾
倒
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
の
絵
画
は
、
写
生
的
な
富
士
山
図
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
嘉
言
筆
「
茸
図
」
（
個
人
蔵
『
尾
張
の
文
人
画
』
名
古
屋
市
立
博
物
館
カ
タ
ロ
グ
一
九
九
〇
年
所
収
）
に
は
、
李
漁
に
敬
意
を
示
す
自
賛
「
胸
中
丘
堅
之
気
結
而
成
画
／
笠
翁
所
謂
有
形
無
髄
者
也
」
が
見
ら
れ
、
そ
の
私
淑
ぶ
り
が
窺
え
る
。
　
さ
ら
に
李
漁
崇
拝
は
、
日
本
文
人
画
と
呼
び
う
る
池
大
雅
と
与
謝
蕪
村
に
よ
る
「
十
便
十
宜
画
冊
」
を
生
ん
だ
。
本
画
冊
の
題
画
詩
は
『
笠
翁
一
家
言
全
集
』
巻
七
「
伊
園
十
便
」
「
伊
園
十
二
宜
」
と
い
う
七
言
絶
句
で
、
李
漁
が
伊
園
の
別
荘
で
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た
若
い
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
。
隠
遁
生
活
の
便
宜
が
表
さ
れ
た
「
十
便
図
」
で
は
、
伊
園
の
主
人
、
つ
ま
り
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李
漁
の
「
文
人
」
と
し
て
の
眼
差
し
と
振
舞
い
が
、
大
雅
の
淡
彩
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
描
法
に
よ
っ
て
図
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
季
や
天
候
の
変
化
を
表
現
し
た
「
十
宜
図
」
は
、
蕪
村
の
図
ご
と
に
描
き
分
け
た
筆
使
い
に
よ
っ
て
、
山
水
画
の
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
倣
古
画
冊
的
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
画
冊
の
依
頼
者
は
、
増
山
雪
斎
の
為
書
か
ら
尾
張
鳴
海
の
下
郷
學
海
と
さ
れ
る
。
下
郷
家
は
鳴
海
俳
壇
の
重
鎮
で
あ
り
、
學
海
は
建
部
綾
足
の
教
え
を
受
け
、
大
雅
に
画
を
習
っ
た
、
風
雅
を
好
ん
だ
人
だ
と
い
う
。
制
作
に
あ
た
り
、
あ
え
て
李
漁
の
詩
を
、
大
雅
と
蕪
村
に
、
明
末
以
降
爆
発
的
に
増
え
る
画
冊
と
い
う
体
裁
で
依
頼
し
た
事
は
、
当
時
の
李
漁
イ
コ
ー
ル
文
人
と
い
う
認
識
の
反
映
と
も
思
わ
れ
、
時
の
文
人
趣
味
に
合
致
し
た
、
詩
と
画
人
と
体
裁
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
本
画
冊
の
模
写
や
画
に
つ
い
て
の
記
事
に
は
、
題
画
詩
は
李
漁
に
よ
る
と
、
あ
え
て
記
さ
れ
　
　
　
　
　
　
（
2
4
V
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
江
戸
中
期
以
降
の
日
本
の
「
文
人
」
達
に
と
っ
て
、
李
漁
は
も
は
や
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
　
こ
の
よ
う
に
李
漁
の
残
し
た
出
版
物
は
、
舶
載
さ
れ
、
引
用
さ
れ
、
愛
好
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
新
た
な
展
開
を
し
始
め
て
い
る
。
一42一
三
、
戯
曲
小
説
の
舶
載
と
展
開
－
李
漁
の
肖
像
画
を
読
む
　
李
漁
の
主
要
な
業
績
で
あ
る
伝
奇
小
説
や
戯
曲
の
影
響
が
全
盛
を
む
か
え
る
の
は
文
化
文
政
期
で
あ
る
。
例
え
ば
『
笠
翁
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
種
曲
』
は
、
山
東
京
伝
や
京
山
の
通
俗
小
説
、
石
川
雅
望
の
雅
文
小
説
に
、
引
用
あ
る
い
は
翻
案
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
戯
作
者
滝
沢
馬
琴
が
「
蓑
笠
漁
隠
」
と
号
し
、
「
文
人
」
と
し
て
の
李
漁
を
慕
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
李
漁
の
戯
曲
を
学習院大学人文科学論集皿（1999）
翻
案
し
、
歌
舞
伎
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
目
加
田
誠
氏
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
の
先
駆
的
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
例
は
、
大
雅
や
蕪
村
の
生
き
た
江
戸
中
期
の
京
都
に
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
京
都
の
狂
詩
作
家
、
銅
脈
先
生
こ
と
畠
中
頼
母
に
李
漁
の
影
響
が
み
ら
れ
、
俳
人
蕪
村
の
重
要
な
弟
子
の
一
人
で
あ
る
貸
本
屋
の
八
文
字
屋
自
笑
の
所
に
は
、
舶
載
さ
れ
た
李
漁
の
小
説
が
多
数
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
八
文
字
屋
自
笑
編
『
新
刻
役
者
綱
目
』
に
は
李
漁
の
戯
曲
『
十
二
楼
』
の
内
、
『
蟹
中
楼
』
第
五
、
六
幕
に
訓
点
を
施
し
翻
訳
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
る
。
や
は
り
蕪
村
の
弟
子
で
、
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で
も
あ
っ
た
三
宅
囎
山
は
、
天
明
年
間
に
李
漁
の
『
奉
先
楼
伝
奇
』
の
翻
案
を
し
て
い
る
。
　
銅
脈
先
生
に
は
、
『
唐
土
奇
談
』
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
刊
と
い
う
芝
居
の
本
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
応
挙
門
下
十
哲
の
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
一
人
、
西
村
楠
亭
が
描
く
、
李
漁
の
肖
像
画
【
図
4
】
と
略
歴
が
、
役
者
の
役
柄
の
図
と
説
明
に
次
い
で
載
る
。
伊
藤
漱
平
氏
は
、
士
大
夫
で
も
な
い
李
漁
に
は
、
中
国
に
肖
像
画
の
原
本
が
あ
る
可
能
性
は
少
な
く
、
お
そ
ら
く
日
本
製
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
笠
を
か
ぶ
っ
た
高
士
座
像
は
、
当
時
の
李
漁
観
を
雄
弁
に
語
る
と
考
え
、
以
下
に
試
論
を
示
し
た
い
。
　
『
唐
士
奇
談
』
に
は
、
本
書
が
李
漁
の
『
千
字
文
西
湖
の
柳
』
と
い
う
芝
居
を
改
題
し
て
紹
介
し
た
も
の
だ
と
あ
り
、
「
唐
の
芝
居
一
枚
看
板
之
図
」
な
る
『
千
字
文
西
湖
の
柳
』
の
看
板
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
李
漁
の
作
品
で
は
な
い
。
銅
脈
先
生
は
、
李
漁
の
名
を
単
に
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
の
肖
像
画
と
略
歴
は
、
伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
日
本
で
最
も
早
い
李
漁
の
人
物
紹
介
で
あ
る
と
さ
れ
、
馬
琴
の
書
簡
の
検
討
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
馬
琴
が
本
書
を
読
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
李
漁
ブ
ラ
ン
ド
は
い
か
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
い
た
の
か
。
　
肖
像
画
を
み
る
と
、
「
雑
劇
作
者
湖
上
笠
翁
先
生
肖
照
」
と
あ
り
、
椅
子
に
座
り
、
左
手
に
書
物
を
持
ち
、
右
手
は
椅
子
の
肘
に
か
け
、
考
え
事
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
斜
め
下
を
眺
め
る
姿
勢
を
と
る
。
高
貴
な
衣
装
、
緻
密
な
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
、
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図3　『無双譜』より
　「龍門司馬子長」
　図4　『唐土奇談』より
「雑劇作者湖上笠翁先生肖照」
髭
を
は
や
し
た
風
貌
は
、
高
級
官
僚
を
思
わ
せ
る
。
お
そ
ら
く
室
内
の
場
面
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
か
本
来
風
雨
を
防
ぐ
た
め
に
か
ぶ
る
「
笠
」
を
付
け
て
い
る
。
　
こ
の
肖
像
に
は
祇
園
張
新
柄
な
る
人
物
に
よ
っ
て
漢
詩
「
題
笠
翁
先
生
肖
像
」
が
寄
せ
ら
る
。
　
　
芒
鮭
竹
杖
見
天
子
　
　
芒
鞍
竹
杖
　
天
子
に
見
ゆ
　
　
龍
艦
春
湖
賜
御
危
　
　
龍
艦
春
湖
　
御
盾
を
賜
ふ
　
　
一
曲
懐
仙
人
不
解
　
　
一
曲
仙
を
懐
ふ
も
人
解
せ
ず
　
　
聲
々
惟
有
沙
鴎
知
　
　
声
々
惟
沙
鴎
の
知
る
あ
る
の
み
　
「
西
湖
に
遊
ば
れ
た
天
子
様
が
竜
頭
鵡
首
の
御
座
船
に
お
乗
り
に
な
り
、
湖
上
に
出
ら
れ
た
。
そ
こ
へ
竹
杖
を
つ
い
た
草
履
履
き
の
李
漁
が
拝
謁
に
ま
か
り
で
て
杯
を
賜
り
、
自
作
の
一
曲
を
伶
人
（
楽
人
）
に
演
　
　
（
3
0
）
じ
さ
せ
た
。
」
と
あ
る
。
　
次
に
、
略
歴
を
読
ん
で
み
よ
う
。
「
李
笠
翁
先
生
は
清
の
康
煕
年
中
の
人
に
し
て
湖
上
に
住
め
り
。
伊
園
老
人
と
号
す
。
元
よ
り
家
富
と
仕
官
を
好
ま
ず
、
天
性
其
才
人
に
勝
れ
文
章
一
家
の
風
を
な
す
に
、
書
を
よ
く
し
画
を
よ
く
し
又
音
律
絃
歌
に
至
る
ま
で
よ
く
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
。
康
煕
皇
帝
こ
れ
を
召
し
て
官
位
を
授
ん
と
の
詔
あ
れ
ど
辞
し
て
受
け
ず
。
老
年
に
お
よ
ん
で
閑
暇
あ
る
時
は
詞
曲
伝
奇
を
作
り
て
楽
し
み
と
す
。
千
字
文
西
湖
の
柳
も
先
生
の
作
と
い
い
伝
う
。
」
（
以
下
略
。
句
読
点
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筆
者
）
　
即
ち
、
本
書
が
語
る
李
漁
は
、
無
官
だ
が
、
多
芸
多
才
で
教
養
が
あ
り
、
家
富
と
仕
官
を
好
ま
ず
、
官
位
も
辞
す
、
高
潔
な
精
神
を
備
え
た
隠
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
理
想
的
な
「
文
人
李
漁
」
で
あ
る
。
　
本
図
で
目
を
引
く
の
は
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
が
故
に
象
徴
的
な
「
笠
」
で
あ
ろ
う
。
肖
像
画
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
て
も
、
類
例
を
あ
げ
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
肖
像
画
に
は
、
画
中
に
像
主
に
縁
の
モ
チ
ー
フ
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
翻
っ
て
笠
の
人
物
図
の
系
譜
を
考
え
る
と
、
「
蘇
東
披
笠
展
図
」
に
代
表
さ
れ
る
蘇
東
披
像
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
明
代
の
曾
鯨
筆
「
蘇
執
採
芝
図
」
で
は
、
蘇
東
披
は
笠
を
か
ぶ
り
草
履
履
き
、
杖
を
も
つ
姿
で
描
か
れ
る
。
伝
元
信
筆
、
横
川
景
三
賛
「
中
国
故
事
人
物
図
」
三
幅
対
の
う
ち
「
東
岐
笠
展
図
」
で
も
、
笠
が
み
ら
れ
る
。
「
笠
展
図
」
は
故
事
人
物
画
の
作
例
と
し
て
、
室
町
時
代
以
来
、
狩
野
派
の
画
家
達
に
よ
っ
て
描
き
継
が
れ
た
。
笠
を
か
ぶ
る
蘇
東
披
は
、
漢
画
の
伝
統
的
な
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
ヒ
題
で
、
当
時
の
人
々
に
周
知
さ
れ
た
図
像
で
あ
る
。
　
ま
た
、
本
図
の
よ
う
に
座
像
で
、
斜
を
向
く
像
も
、
肖
像
画
の
範
疇
で
は
極
め
て
珍
し
く
、
「
伝
岩
佐
又
兵
衛
自
画
像
」
（
M
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
参考　宋紫石『古今画藪後
　　　八種』「巻六無双譜」
　　　より「龍門司馬子長「
O
A
美
術
館
蔵
、
辻
惟
雄
『
岩
佐
又
丘
ハ
衛
』
日
本
の
美
術
2
5
9
至
文
堂
一
九
八
七
年
等
に
所
収
）
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
図
に
も
杖
、
背
後
に
は
書
籍
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
　
調
査
の
結
果
、
李
漁
の
肖
像
は
、
先
に
示
し
た
宋
紫
石
『
古
今
画
藪
』
に
も
引
用
さ
れ
た
『
無
双
譜
』
の
「
龍
門
司
馬
子
長
」
つ
ま
り
　
　
　
　
お
　
司
馬
遷
の
図
【
図
3
】
が
下
敷
き
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
笠
」
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と
「
髭
」
を
描
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
椅
子
の
模
様
や
、
足
の
部
分
に
見
ら
れ
る
「
ひ
も
」
に
異
同
が
あ
る
が
、
そ
の
他
は
細
部
ま
で
一
致
す
る
。
な
ぜ
、
李
漁
の
肖
像
の
下
敷
き
に
司
馬
遷
の
図
が
選
ば
れ
、
笠
と
髭
が
加
え
ら
れ
た
の
か
と
い
う
事
に
対
す
る
明
確
な
解
答
は
出
し
え
な
い
が
、
笠
が
加
え
ら
れ
た
有
力
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
李
漁
こ
と
李
「
笠
翁
」
の
肖
像
で
あ
る
か
ら
「
笠
」
と
い
っ
た
、
広
義
の
「
見
立
て
」
、
あ
る
い
は
言
葉
遊
び
の
趣
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
髭
に
よ
っ
て
高
貴
な
賢
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
李
漁
に
、
文
人
士
大
夫
に
特
有
の
隠
者
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
る
べ
く
、
高
潔
な
文
人
イ
メ
ー
ジ
を
、
歴
代
の
聖
人
や
賢
人
の
肖
像
を
集
め
た
最
新
の
中
国
版
本
の
図
像
を
引
用
し
、
そ
こ
に
「
髭
」
を
加
え
、
さ
ら
に
「
笠
」
に
象
徴
的
な
イ
メ
し
遡
・
例
え
ば
間
接
的
に
蘇
東
披
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
う
る
。
こ
の
事
は
ま
さ
に
「
文
人
李
漁
」
と
い
う
江
戸
時
代
中
期
の
李
漁
観
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
　
江
戸
中
期
に
お
い
て
、
李
漁
は
専
ら
「
文
人
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
「
笠
翁
画
伝
」
こ
と
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
の
存
在
は
大
き
い
と
い
え
る
。
鮮
や
か
な
多
色
刷
り
の
文
人
山
水
画
の
絵
手
本
で
あ
り
、
画
論
書
で
も
あ
る
こ
の
書
物
は
、
画
譜
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
人
精
神
を
説
い
た
思
想
書
と
し
て
も
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
た
。
そ
こ
に
文
人
と
し
て
進
む
べ
き
道
を
説
い
た
尊
敬
す
べ
き
「
文
人
李
漁
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
随
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
文
人
の
作
法
書
、
特
に
文
房
趣
味
と
共
に
李
漁
が
受
容
さ
れ
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
李
漁
以
前
の
文
人
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の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
、
ハ
ウ
ツ
ー
本
は
文
字
の
み
で
あ
っ
た
が
、
李
漁
の
出
版
物
の
多
く
が
挿
絵
入
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
受
け
入
れ
易
さ
を
促
進
し
、
李
漁
崇
拝
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
　
中
国
の
文
人
の
大
衆
化
に
よ
っ
て
出
現
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
文
人
・
李
漁
に
よ
る
、
文
人
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
出
版
物
が
、
そ
の
活
躍
期
と
四
十
年
前
後
の
誤
差
で
日
本
に
舶
載
さ
れ
る
と
、
直
接
的
に
、
し
か
も
正
統
な
物
と
し
て
引
用
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
さ
ら
に
新
た
な
展
開
を
見
る
、
と
い
う
現
象
は
、
興
味
深
い
。
李
漁
の
肖
像
画
が
日
本
で
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
文
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、
当
時
の
人
々
の
李
漁
観
が
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
実
態
が
分
か
ら
な
い
が
故
に
、
極
端
に
大
き
な
存
在
と
し
て
理
想
化
さ
れ
つ
つ
も
、
類
例
を
自
己
の
文
化
に
探
す
こ
と
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
ら
れ
た
、
日
本
の
知
識
人
達
の
、
新
し
い
あ
る
種
の
理
想
像
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
文
人
士
大
夫
の
伝
統
が
あ
る
中
国
と
そ
れ
が
無
い
日
本
と
で
は
、
李
漁
や
そ
の
著
作
に
対
す
る
意
識
が
異
な
る
の
は
当
然
だ
が
、
李
漁
が
関
与
し
た
出
版
物
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
中
国
に
お
け
る
本
質
的
な
文
人
理
解
は
困
難
で
も
、
表
面
上
の
「
か
た
ち
」
を
知
る
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
明
末
清
初
の
文
人
の
大
衆
化
に
よ
る
産
物
だ
が
、
日
本
に
文
人
趣
味
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
、
日
本
の
「
文
人
」
と
い
う
、
憧
れ
を
含
ん
だ
新
た
な
理
想
像
の
タ
イ
プ
を
生
み
だ
し
た
こ
と
に
も
、
そ
の
意
義
が
あ
っ
た
。
江
戸
中
期
に
な
ぜ
「
文
人
」
や
「
文
人
画
」
が
台
頭
し
た
の
か
と
い
う
問
題
の
、
複
雑
で
多
様
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
明
末
清
初
の
文
人
の
大
衆
化
と
い
う
現
象
は
、
積
極
的
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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注
（
1
）
　
「
南
画
」
「
南
宗
画
」
「
文
人
画
」
の
用
語
問
題
は
、
米
澤
嘉
圃
、
吉
澤
忠
氏
の
論
考
を
ふ
ま
え
、
辻
惟
雄
「
日
本
文
人
画
考
ー
そ
の
　
　
成
立
ま
で
」
『
美
術
史
学
』
七
号
一
九
八
五
年
三
月
に
詳
し
い
。
（
2
）
　
例
え
ば
、
武
田
光
一
「
池
大
雅
に
お
け
る
画
譜
に
よ
る
製
作
」
『
美
術
研
究
』
三
四
八
号
一
九
九
〇
年
八
月
、
概
説
書
で
は
、
米
澤
　
　
嘉
圃
、
吉
澤
忠
『
日
本
の
美
術
2
3
　
文
人
画
』
平
凡
社
一
九
六
六
年
な
ど
。
（
3
）
　
青
木
正
見
『
青
木
正
見
全
集
第
三
巻
』
春
秋
社
一
九
七
二
年
、
中
村
幸
彦
「
文
人
意
識
の
成
立
」
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
第
九
巻
　
　
近
世
』
岩
波
書
店
一
九
五
九
年
、
荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』
平
凡
社
一
九
九
四
年
な
ど
。
（
4
）
　
脇
本
十
九
郎
「
十
便
十
宜
書
冊
小
放
」
『
美
術
研
究
』
四
九
号
一
九
三
六
年
参
照
。
俗
人
性
が
強
調
さ
れ
る
の
は
古
原
宏
伸
・
神
田
　
　
喜
一
郎
「
李
漁
略
傳
」
『
十
便
十
宜
画
冊
（
複
製
）
』
筑
摩
書
房
一
九
七
〇
年
、
古
原
宏
伸
「
『
初
集
』
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
青
木
正
免
　
　
訳
註
・
入
谷
義
高
校
訂
『
芥
子
園
書
傳
初
集
山
水
樹
石
』
上
下
筑
摩
書
房
一
九
七
五
年
。
（
5
）
例
え
ば
「
贈
武
林
李
笠
翁
」
『
梅
村
詩
集
』
所
収
な
ど
。
そ
の
他
『
李
漁
全
集
』
十
九
巻
に
み
る
資
料
か
ら
、
当
代
の
士
大
夫
、
そ
　
　
れ
に
準
ず
る
文
人
と
の
交
遊
は
あ
っ
た
。
王
概
と
も
こ
の
頃
知
り
合
う
。
（
6
）
　
本
稿
の
李
漁
の
伝
記
や
出
版
事
情
に
つ
い
て
は
、
主
に
伊
藤
漱
平
「
李
漁
の
戯
曲
小
説
の
成
立
と
そ
の
刊
刻
」
『
二
松
1
』
昭
和
六
　
　
二
年
（
一
九
八
七
）
を
参
照
し
た
。
（
7
）
　
阿
部
泰
記
「
李
漁
の
反
俗
精
神
に
つ
い
て
」
『
東
方
學
』
第
五
三
輯
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
七
）
参
照
。
清
代
の
李
漁
評
価
に
お
い
　
　
て
既
に
、
「
山
人
」
と
し
て
認
め
る
も
の
と
、
通
俗
小
説
を
書
い
た
「
俗
人
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
（
8
）
　
大
木
康
「
山
人
陳
継
儒
と
そ
の
出
版
活
動
」
『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
』
汲
古
書
院
一
九
九
〇
年
。
な
お
、
李
漁
　
　
『
聞
情
偶
寄
』
は
、
陳
継
儒
の
文
人
趣
味
の
必
須
科
目
が
な
ら
ん
だ
『
太
平
清
和
』
の
流
れ
を
汲
む
も
の
、
ま
た
李
漁
の
伝
奇
小
説
　
　
『
覚
醒
名
言
』
の
名
は
、
凋
夢
龍
『
警
世
通
言
』
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
。
明
末
清
初
の
文
人
の
大
衆
化
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
他
　
　
に
氏
の
『
明
末
の
は
ぐ
れ
知
識
人
－
凋
夢
龍
と
蘇
州
文
化
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
4
5
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
、
宮
崎
法
子
「
「
南
画
」
　
　
の
向
こ
う
側
」
『
江
戸
文
学
1
8
b
ぺ
り
か
ん
社
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
参
照
。
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（
9
）
　
初
版
本
に
は
題
籏
「
笠
翁
画
伝
」
が
付
く
と
い
う
。
調
査
し
た
、
月
偲
（
｝
七
四
一
～
一
八
〇
九
）
の
所
蔵
印
を
も
つ
『
芥
子
園
螢
　
　
傳
』
初
集
（
個
人
蔵
）
に
も
あ
っ
た
。
注
4
の
古
原
論
文
、
橋
本
綾
子
「
新
出
の
『
芥
子
園
蟄
傳
』
を
め
ぐ
っ
て
」
『
大
和
文
華
』
六
　
　
四
号
一
九
七
九
年
、
鶴
田
武
良
「
『
芥
子
園
邊
傳
』
に
つ
い
て
ー
そ
の
成
立
と
江
戸
画
壇
へ
の
影
響
」
『
美
術
研
究
』
二
八
三
号
一
九
七
　
　
三
年
に
詳
し
い
。
（
1
0
）
　
【
資
料
1
】
白
井
華
陽
『
画
乗
要
略
』
天
保
三
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
1
1
）
　
伊
藤
漱
平
「
李
漁
の
小
説
の
版
本
と
そ
の
流
傳
1
『
無
聲
戯
』
を
中
心
と
し
て
」
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
十
六
集
一
九
八
四
年
　
　
に
よ
る
。
（
1
2
）
　
辻
惟
雄
「
日
本
文
人
画
の
成
立
」
（
源
了
圓
編
『
江
戸
後
期
の
比
較
文
化
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
一
九
九
〇
年
所
収
）
参
照
。
（
1
3
）
　
森
島
中
良
『
反
古
籠
』
「
…
…
或
豪
家
に
芥
子
園
画
譜
全
鉄
を
蔵
む
、
其
此
は
只
一
部
な
り
し
故
、
帳
中
の
秘
と
せ
し
が
、
守
國
其
　
　
家
へ
親
し
か
り
け
れ
ば
請
て
数
頁
を
模
写
し
た
る
を
古
葛
籠
に
入
置
、
大
切
に
せ
し
を
或
夜
賊
に
奪
れ
た
り
…
…
」
と
あ
る
。
（
1
4
）
　
先
行
研
究
と
し
て
注
9
の
文
献
が
あ
る
。
（
1
5
）
　
倉
本
昭
「
国
学
者
と
画
論
」
（
徳
田
武
・
小
林
忠
監
修
「
文
人
画
と
漢
詩
文
1
1
」
『
江
戸
文
学
』
1
8
号
ぺ
り
か
ん
社
一
九
九
七
年
）
参
　
　
照
。
建
部
綾
足
『
漢
画
指
南
』
に
は
「
市
気
ハ
画
中
第
一
ノ
病
ニ
シ
テ
是
ヲ
除
ク
ニ
方
便
ナ
シ
。
サ
テ
其
市
気
ヲ
イ
カ
ニ
シ
テ
除
カ
ン
　
　
ト
ナ
レ
バ
、
先
市
気
ア
ル
人
ハ
暫
ク
画
事
ヲ
停
テ
多
ク
書
ヲ
読
マ
シ
ム
。
書
巻
ノ
気
上
達
ス
ル
ト
キ
ハ
市
俗
ノ
気
自
ラ
下
降
ス
ト
イ
ヘ
　
　
リ
。
カ
バ
カ
リ
其
気
ハ
ム
ツ
カ
シ
キ
物
也
。
又
心
二
文
ア
ツ
テ
画
ヲ
不
為
者
ハ
難
シ
ナ
ド
ア
ル
モ
則
チ
是
レ
其
文
雅
ノ
気
ヨ
リ
画
意
ハ
　
　
生
ズ
ル
モ
ノ
故
其
文
雅
ノ
気
ヲ
得
テ
其
画
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ハ
実
二
難
キ
ト
云
意
也
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
上
田
秋
成
『
茶
疲
酔
言
』
に
　
　
「
青
在
堂
画
学
浅
説
」
の
引
用
「
藝
技
法
あ
り
。
李
笠
翁
か
、
有
法
の
極
無
法
に
か
へ
る
、
と
云
う
は
宜
し
。
初
め
よ
り
法
な
く
は
、
　
　
次
序
乱
り
て
興
な
し
。
法
に
繋
か
れ
て
活
動
な
き
は
、
死
物
の
業
也
。
法
を
脱
し
て
無
法
に
帰
す
る
事
、
其
時
に
臨
み
て
機
あ
る
へ
し
。
　
　
点
茶
家
は
是
を
の
か
る
〉
事
え
す
。
是
を
茶
奴
と
云
へ
し
。
」
と
あ
る
。
（
1
6
）
　
勿
論
、
江
戸
時
代
絵
画
に
『
芥
子
園
蜜
傳
』
初
集
に
あ
る
個
々
の
モ
チ
ー
フ
（
岩
や
樹
木
、
点
景
人
物
や
四
阿
な
ど
）
が
利
用
さ
れ
　
　
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
五
巻
「
摸
倣
名
家
画
譜
」
の
よ
う
に
完
成
し
た
図
の
、
構
図
も
含
め
た
利
用
例
に
つ
い
て
は
、
　
　
既
に
『
芥
子
園
畜
傳
』
初
集
の
引
用
と
し
て
指
摘
が
あ
る
作
品
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
八
種
蟄
譜
』
の
利
用
の
様
相
と
同
レ
ベ
ル
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の
も
の
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
舶
載
中
国
画
が
下
敷
き
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
個
々
の
画
家
の
画
譜
（
絵
手
本
）
利
　
　
用
法
の
違
い
や
、
絵
手
本
自
体
の
作
ら
れ
方
の
違
い
、
つ
ま
り
あ
る
程
度
描
け
る
画
家
に
モ
チ
ー
フ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
　
　
タ
イ
プ
と
、
習
字
の
手
本
の
よ
う
に
写
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
さ
せ
る
タ
イ
プ
な
ど
、
画
譜
と
し
て
の
性
質
の
違
い
に
も
起
因
す
る
だ
　
　
ろ
う
。
故
に
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
私
見
を
記
し
た
。
（
1
7
）
　
勿
論
『
芥
子
園
書
傳
』
初
集
以
前
に
、
画
論
と
絵
手
本
の
両
方
を
持
つ
書
と
し
て
『
画
藪
』
や
『
圖
縛
宗
舞
』
が
あ
る
が
、
総
合
的
　
　
な
「
山
水
画
の
画
譜
」
は
初
集
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
小
林
宏
光
『
中
国
の
版
画
』
東
信
堂
一
九
九
五
年
に
詳
し
い
。
『
圖
繕
宗
郵
』
　
　
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
小
林
宏
光
「
中
国
画
譜
の
舶
載
、
翻
刻
と
和
製
画
譜
の
誕
生
」
『
近
世
日
本
絵
画
と
画
譜
・
絵
手
本
展
H
』
　
　
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
一
九
九
〇
年
カ
タ
ロ
グ
参
照
。
『
圖
給
宗
舞
』
の
編
者
、
楊
爾
曾
（
字
は
聖
魯
）
は
、
『
海
内
奇
観
』
の
編
　
　
者
で
通
俗
小
説
も
書
い
た
、
李
漁
よ
り
一
世
代
早
い
、
明
末
の
出
版
業
の
隆
盛
の
中
で
生
き
た
人
で
あ
る
。
（
1
8
）
解
釈
論
が
、
岡
晴
夫
「
『
間
情
偶
寄
』
考
（
一
）
～
（
三
）
」
『
藝
文
研
究
』
第
五
九
号
　
一
九
九
一
年
・
第
六
〇
号
　
一
九
九
二
年
・
　
　
第
六
五
号
　
一
九
九
四
年
に
あ
る
。
本
文
（
）
内
の
訳
語
は
氏
に
従
っ
た
。
（
1
9
）
徳
田
武
氏
は
先
に
『
笠
翁
秘
書
一
種
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
後
に
『
笠
翁
一
家
言
全
集
』
に
加
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
「
「
十
便
十
宜
　
　
図
」
を
読
む
」
徳
田
武
・
小
林
忠
監
修
「
文
人
画
と
漢
詩
文
H
」
『
江
戸
文
学
』
1
8
ぺ
り
か
ん
社
一
九
九
七
年
）
参
照
。
（
2
0
）
　
『
聞
情
偶
寄
』
（
和
刻
本
）
二
冊
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
刊
、
北
条
士
伸
（
蟻
堂
）
題
、
東
都
河
大
順
校
・
寿
梓
、
江
戸
本
石
町
　
　
四
丁
目
大
横
町
　
堀
野
屋
仁
兵
衛
（
2
1
）
　
『
古
今
画
藪
　
後
八
種
』
の
刊
行
年
は
明
和
八
年
（
芸
大
本
）
と
明
和
七
年
と
が
あ
る
。
「
笠
翁
居
室
図
式
」
の
み
孤
本
と
し
て
流
布
　
　
し
た
可
能
性
も
大
き
く
、
調
査
し
た
ラ
ヴ
ィ
ッ
ッ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
も
孤
本
で
あ
っ
た
。
又
、
中
田
勇
次
郎
氏
は
「
画
藪
」
奇
品
笠
　
　
翁
居
室
図
式
一
巻
写
本
「
明
和
八
辛
卯
年
春
正
月
安
永
七
戊
戌
年
秋
閏
月
島
雪
圃
模
写
」
と
い
う
模
本
を
見
た
と
い
う
。
『
中
田
勇
次
　
　
郎
著
作
集
』
第
九
巻
　
二
玄
社
一
九
八
六
年
参
照
。
（
2
2
）
　
沈
南
頻
は
花
鳥
画
家
で
、
南
蹟
来
日
以
降
流
行
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
長
崎
派
」
「
南
頭
派
」
の
花
鳥
図
は
、
い
ず
れ
も
院
体
花
鳥
画
　
　
系
で
、
一
般
に
「
文
人
画
」
と
相
対
す
る
画
系
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
2
3
）
　
『
無
双
譜
』
に
は
康
煕
二
九
年
（
一
六
九
〇
）
刊
と
あ
る
。
一50一
学習院大学人文科学論集皿（1999）
（
2
4
）
　
例
え
ば
、
中
林
竹
洞
模
本
の
貫
名
海
屋
の
序
（
弘
化
二
年
）
に
「
十
便
十
宜
図
、
本
出
李
漁
覚
世
名
言
」
と
あ
る
。
富
岡
鉄
斎
模
本
　
　
に
自
題
「
芥
子
園
主
覚
世
名
言
」
と
あ
る
。
李
漁
『
覚
世
名
言
十
二
楼
』
の
内
『
聞
過
楼
』
に
は
、
「
伊
園
十
便
」
「
伊
園
十
二
宜
」
の
　
　
内
「
吟
便
」
「
眺
便
」
以
外
の
詩
が
載
る
。
（
2
5
）
　
宋
延
平
「
中
日
演
劇
交
流
の
歴
史
」
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
7
芸
術
』
大
修
館
書
店
一
九
九
七
年
（
2
6
）
　
目
加
田
誠
「
李
笠
翁
の
戯
曲
」
『
文
学
研
究
』
第
三
九
輯
九
州
大
学
文
学
部
内
九
州
文
学
会
一
九
五
〇
年
（
2
7
）
　
『
蕪
村
書
簡
集
』
に
銅
脈
の
名
が
み
え
る
。
狂
詩
『
せ
た
の
か
ら
は
し
』
の
挿
絵
は
蕪
村
に
よ
る
。
（
2
8
）
名
は
豫
章
、
字
は
士
風
、
楠
亭
は
号
か
。
嶋
屋
庄
右
衛
門
な
る
木
綿
織
商
人
の
家
に
生
ま
れ
る
。
画
は
当
世
風
俗
の
群
像
表
現
に
優
　
　
れ
る
と
い
う
、
ま
た
、
俳
画
的
な
画
風
で
四
条
派
の
画
譜
を
刊
行
し
た
。
生
没
年
に
諸
説
あ
り
。
『
京
の
絵
師
は
百
花
練
乱
』
京
都
文
　
　
化
博
物
館
一
九
九
八
年
カ
タ
ロ
グ
参
照
。
（
2
9
）
　
伊
藤
漱
平
「
李
笠
翁
の
肖
像
画
（
上
）
・
（
下
）
」
『
汲
古
』
十
四
号
一
九
八
八
年
・
十
五
号
一
九
八
九
年
（
3
0
）
　
漢
詩
の
訓
読
と
現
代
語
訳
は
注
2
9
参
照
。
（
3
1
）
　
救
仁
郷
秀
明
「
日
本
に
お
け
る
蘇
載
像
－
東
京
国
立
博
物
館
保
管
の
模
本
を
中
心
と
す
る
資
料
紹
介
」
『
M
U
S
E
U
M
』
四
九
四
　
　
号
一
九
九
二
年
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
（
3
2
）
　
『
唐
土
奇
談
』
の
芝
居
役
者
の
図
は
一
図
を
除
き
、
全
て
、
『
無
双
譜
』
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
無
双
譜
』
自
体
に
も
、
金
　
　
古
良
『
賞
奇
軒
四
種
』
所
収
本
の
他
、
異
本
が
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
は
、
見
得
を
切
っ
た
肖
像
な
ど
も
あ
り
、
斜
向
き
の
座
像
も
数
　
　
種
類
あ
る
。
（
3
3
）
　
江
戸
初
期
か
ら
中
期
の
「
笠
」
や
「
蓑
笠
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
中
国
趣
味
で
あ
り
、
あ
る
種
の
隠
者
の
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
い
か
と
思
　
　
う
理
由
と
し
て
、
小
川
破
笠
が
「
破
笠
」
「
笠
翁
」
と
い
い
、
英
一
蝶
が
「
翠
蓑
翁
」
と
号
し
、
ま
た
、
芭
蕉
や
西
行
が
描
か
れ
る
と
　
　
き
、
旅
姿
で
な
く
と
も
「
笠
」
と
共
に
描
か
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
［
付
　
記
］
本
稿
は
修
士
論
文
（
平
成
九
年
度
学
習
院
大
学
に
提
出
）
第
三
章
第
二
節
と
、
同
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
美
術
史
学
研
究
（
4
）
「
芥
子
園
蟄
傅
初
集
に
関
す
る
研
究
」
ゼ
ミ
レ
ポ
ー
ト
を
基
礎
に
、
平
成
十
年
六
月
学
習
院
大
学
哲
学
会
研
究
発
表
会
一51一
（
黙
樋
田
和
）
瞭
煎
－
ゆ
恒
認
り
心
駆
ー
ス
ヤ
（
綴
翻
得
）
鋸
瀞
Q
躍
晋
臥
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Note　on　Japanese　Literati　painting（Bza卿jinga）
　　　　　　　　　　　　　　　AConsideration　of　Images　of　LI　Yu　in　Eighteenth・Century　Japan
Eri　YOSHIDA
　　LI　YU（1611－1680）also　known　as　LI　li・weng，　in　presently　recognized　as　an　important　dramatist　and　essayist　in　the
history　of　Chinese　literature．　He　was　a　new　type　of　literati　scholar（Chin：wenren，　Jpn：δ槻痂η）．Like　many　others
of　this　new　type，　he　failed　to　qualify　in　the　provincial　examination，　retreated　to　the　mountain，　supported　himself　by
writing　books　in　which　he　presented　his　own　opinions，　as　was　expected．
　　In　Japan，　LI　Yu　was　known　for　his　manual　on　literati　style　painting（6観ガ㎎α），the　Chieh－t2za　yden　hua－chuan．　This
book　was　highly　influential　in　the　development　of　Japanese　literati　painting．　In　addition，　it　is　important　to　note　the
effect　LI　Yu’s　various　publications　had　on　literati　taste　in　Edo　period．　In　order　to　understand　how　the　Japanese　of　the
midEdo　period　understood　the　lmages　of”bzaniin”，　I　will　attempt　to　reconstruct　what　k｛nd　of　image　LI　YU　had　in
Japan　by　examining　the　reception　and　development　of　his　name　and　works．
　　In　cons量dering　the　reception　of　the　books，　Chieh－t2魂yd　zn　hua－chuan　and　HSien－ch　’ing　ou・chi，、乙匹z〃2㎎i－chtz二yen，　it
becomes　apparent　that　when　Ch｛nese　literati　books，　carrying　the　popular｛zation　of　Chinese魏θ剛∫，　were　imported　they
become　the　foundation　for　a　new　orthodoxy　and　development　in　Japan．　In　addition，　the　spread　of　these　books
produced　an　interest　in　literati　accoutermenta．　There　are　no　extant　portraits　of　Li　YU　in　China，　the　tradition　having
originated　in　Japan．　For　the　people　of　Japan，　LI　YU　symbolically　represented　the　very　image　of　a“buniin”and　the
works　of　Li　Yu　gave　birth　in　Japan　to　the　new　ideal　of‘‘buniin”．
（卦脚墨『く卦→く齢纒“く採誌卦晦駅蕪却卦帥督壇舶灘綴腿騨！田粁螺題銀）
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